
栃木県教育委員会学校教育課
◇はじめに◇

これまで県教育委員会では、全国学力・学習状況調査に基づき、一昨年に「学校改善支援プラン」を作

成し、授業改善のための二つの視点を示し、昨年は、その視点について、授業改善のための具体策をそれ

ぞれ三つずつ示しました (下記参照) また とちぎの子どもの基礎・基本 や 家庭学習のすすめ あ。 、「 」 「 」「

なたは学業指導を知っていますか」のリーフレットなどを作成し、その活用促進を図ってきました。

今年度の全国学力・学習状況調査の県の結果を見てみると、まず、学力調査については、中学校の国語

Ｂの平均正答率が全国と比較してやや高く、その他については、小・中学校とも全国とほぼ同程度となっ

ています。次に、学習状況調査については 「学習意欲」や「将来の夢や目標 「自己肯定感」等で全国、 」

平均より高くなっています。また、家庭学習時間については、平日は「１時間以上 、休日は「２時間以」

上」を累積すると全国よりも多い傾向が見られます。

今回の資料作成に当たっては、先に挙げた県の施策等との関連を図りながら調査結果を分析し、成果や

課題及び改善点等についてまとめておりますので、各学校において、授業改善や生活改善等に活用してい

ただきたいと思います。

(学校改善支援プラン等から)授業改善のための視点及び具体策

○ 一人一人が主体的に思考・判断する活動の充実
・ 抽象的な概念については、日常生活での活用例や具体的な図、映像などを用いて理解を深める活動を充実させましょう。

・ 複数の資料や作品、考えや意見等をくらべる活動を充実させましょう。

・ 図表やグラフ等から情報を読み取り、自分の考えを表現する活動を充実させましょう。

○ 各教科における伝え合う活動の充実
・ 考えや意見を述べる際に、理由や根拠を明確に示すことを意識させましょう。

・ 目的に応じて、適切な方法で表現する活動を充実させましょう。

・ 作品･レポート･観察実験のまとめ･表現等をよりよいものにするために、話し合う活動を充実させましょう。

◇結果の分析と改善の方向◇

表中の数値のうち、全国比±2.0%以上の児童生徒質問紙・学校質問紙調査の結果から
も で示しています。のを、太字

※ 結果は 「当てはまる 「どちらかといえば当てはまる」に回答している児童生徒の割合を合わせた値、 」

小学校第６学年 中学校第３学年
質 問 事 項 年度

栃木県（全国比） 栃木県（全国比）

７８．８（＋４.２） ６５．１（＋３.９）１ 自分にはよいところがあると思いますか H21
６２．４（＋１.６）（ ）児童生徒質問紙 H20 ７７．２（＋３.８）

６２．３（＋１.８）H19 ７４．１（＋２.６）

９０．３（＋１.７）２ 学校のきまり（規則）を守っていますか H21 ９１．６（＋３.１）

８７．７（＋０.３）（ ）児童生徒質問紙 H20 ８９．６（＋３.３）

８５．９（＋０.２）H19 ８９．２（＋３.０）

９７．０（＋０.５） ９５．５（＋０.８）３ 学校で友達と会うのは楽しいと思いますか H21
９６．３（－０.１） ９５．２（＋０.５）（ ）児童生徒質問紙 H20
９６．５（＋０.２） ９５．１（＋０.６）H19
８０．２（＋０.９） ７０．８（＋１.２）４ 普段の授業で自分の考えを発表する機会が与 H21
７９．８（＋０.１） ７４．５（±０）えられていると思いますか H20

（ ）児童生徒質問紙
－ －H19

７９．４（＋３.８） ６３．３（＋１０.６）５ 普段の授業では、学級の友達との（生徒の） H21
間で話し合う活動をよく行っていると思います － －H20
か － －（ ）児童生徒質問紙 H19

９６．０（＋３.５）６ 児童(生徒)の発言や活動の時間を確保して授 H21 ９７．５（＋０.１）

９８．５（＋２.６） ９４．８（＋３.３）業を進めていますか H20
（ ）学校質問紙

－ －H19

とちぎの子どもの学力･学習の状況
－ 平成２１年度全国学力・学習状況調査の結果から －
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○ 「学校のきまり（規則）を守っていますか」について、全国と比較すると、小・中学校ともにやや

高い結果となっています。特に、今年度の結果はいずれも、過去２回の結果を上回っており、よい傾

向が見られています。また 「学校で友達と会うのが楽しい」と思っている児童生徒が９割半ばいる、

ことから、小・中学校ともに規範意識が高まってきており、楽しい学校生活が送れていると推測でき

ます。

○ 教師の大部分は 「児童生徒の発言や活動の時間を確保した授業」を「よく行った 「どちらかと、 」

」 。 、「 」いえば行った と回答しています それに対して 自分の考えを発表する機会が与えられているか

「授業で話し合う活動を行っているか」について 「当てはまる 「どちらかといえば当てはまる」、 」

、 。と回答した児童生徒の割合は低く 教師と児童生徒の認識の差に大きな開きがあることが分かります

（中学校）「２ 学校のきまり（規則）を守っていますか」

質問の回答別にみた平均正答率「学校のきまり（規則）を守ってい

ますか」の回答と正答率との相関関係

を見てみると 「当てはまる 「どちら、 」

かといえば当てはまる」と回答してい

る生徒は、正答率が高い傾向にありま

す。

なお、この傾向は小学校でも同様に

見られました。

※平均正答率の割合は、各問題を平均したものを表記しています。

（中学校）「５ 普段の授業では、生徒の間で話し合う活動をよく行っていると思いますか」

質問の回答別にみた平均正答率この質問は、今回新たに設けられた

ものです。

「話し合う活動をよく行っていると

思いますか」について、肯定的に回答

している割合は、全国に比べて高い結

果となっています。

しかし、正答率との相関関係を見て

みると 「当てはまらない」と回答した、

生徒以外についてはほとんど差が見ら

※平均正答率の割合は、各問題を平均したものを表記しています。れないことから、話し合う活動が、授

業のねらいを達成することに、必ずし

も結びついていないと推測されます。
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指導に当たって

◆子どもたち一人一人を成長させるために、 さ児童･生徒指導（学業指導）を充実
（ の活用）せましょう。 「学業指導」リーフレット

規範意識の高い学級づく① 学習規律の徹底を図り、生活のきまりや約束を守らせるなど、

に取り組みましょう。り

帰属意識の高い学級づく② 一人一人が役割を担い、集団の一員として主体的に活動できる

に取り組みましょう。り

③ を大切にしながら、互いに に取り組みまし温かい人間関係づくり 高め合える学級づくり

ょう。

④ 児童生徒の ため、発表や話し合いなど、話したり聞いコミュニケーション能力を高める

たりする させましょう。学び合い活動を充実

⑤ 授業等において話し合う活動を取り入れる場合は、 をしっかりと押さえた話し合う目的

上で、その しましょう。方法等を工夫

※ 質問７・１０・１１の結果は 「している 「どちらかといえばしている」に回答している児童生徒の、 」
割合を合わせた値

小学校第６学年 中学校第３学年
質 問 事 項 年度

栃木県 （全国比） 栃木県 （全国比）

９５．８（＋０.３） ８２．７（－０.３）７ 家で学校の宿題をしていますか H21
９５．６（＋０.４） ７９．７（－１.７）（ ）児童生徒質問紙 H20
９４．８（－０.１） ７９．７（－０.５）H19

６７．９（＋２.６）８ 学校の授業時間以外に、普段(月～金曜日)、 H21 ５６．０（－１.２）

６６．３（＋０.９）１日あたりどれくらいの時間、勉強をしますか H20 ５４．１（－２.０）

６５．９（＋０.９）※｢１時間以上｣の割合を累積した値 （ ）児童生徒質問紙 H19 ５５．３（－２.６）

３９．９（＋２.８）９ 土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日 H21 １９．２（－３.６）

３７．２（＋０.５）あたりどれくらいの時間、勉強をしますか H20 １９．６（－３.１）

３７．６（＋０.８）※｢２時間以上｣の割合を累積した値 （ ）児童生徒質問紙 H19 １９．３（－３.７）

６４．６（－５.２）10 国語の指導として、保護者に対して、家庭学 H21 ９４．６（＋１.６）

６４．２（－２.４）習を促すよう働きかけを行いましたか H20 ９２．０（＋１.４）

－ －（ ）学校質問紙 H19
９４．４（＋２.０） ７４．８（＋４.７）11 算数・数学の指導として、保護者に対して、 H21
９１．５（＋１.１） ６５．９（－１.０）家庭学習を促すよう働きかけを行いましたか H20

－ －（ ）学校質問紙 H19

、 、○ 家で宿題をしている児童生徒の割合 保護者に対して家庭学習を促すよう働きかけた教員の割合は

ともに小学校が９割以上と高い結果となっています。また、保護者に対して働きかけた割合は、算数

・数学において、全国と比較するとやや高い結果となっています。

○ 普段の日に「１時間以上」勉強している児童生徒の割合は、全国と比較すると、小学校ではほぼ同

程度ですが、中学校ではやや高い結果となっています。また、土・日など学校が休みの日に「２時間

以上」勉強している児童生徒の割合は、小学校ではやや低く、中学校ではやや高くなっています。

これらのことから、中学生では、日々家庭学習を行う習慣が身に付いてきていると推測されます。

（小学校）「８ 学校の授業時間以外に、普段( )、１日あたりどれくらいの時間、勉強をしますか月 金曜日~ 」
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質問の回答別にみた平均正答率「１日あたりの勉強時間」について、

「３時間以上」の割合は全国と比べて

やや低いものの 「２時間以上、３時、

間より少ない 「１時間以上、２時間」

より少ない」の割合は、全国よりやや

高い結果となっています。

また、正答率との相関関係を見てみ

ると、勉強している時間が「３０分以

上、１時間より少ない」と「３０分よ

※平均正答率の割合は、各問題を平均したものを表記しています。り少ない」の間に開きが見られ、全く

しないと回答した児童はさらに低い結

果となっています。

指導に当たって

◆ のための取組を充実させましょう。家庭学習の習慣の定着
（ の活用）「家庭学習のすすめ」リーフレット

① 家庭と連携を図り、 を見直し、整えましょう。生活のリズム

② 宿題を通して、 を身に付けさせましょう。 ことが大家庭学習の習慣 短時間でも毎日やる

切です。子どもの発達の段階を踏まえ、適切な学習時間を設定して、毎日取り組めるよう

習慣化を図りましょう。

③ 宿題は、必ず して、子どもの学習意欲が高まるよう工夫確認し、称賛したり指導したり

しましょう。

④ 教師の意図的な働きかけで、 とつなげましょう。宿題から自主学習の習慣化へ

⑤ 発達の段階を踏まえながら、 に取り組めるよう、その方法自分の力に応じた予習・復習

等を具体的に指導しましょう。

※ 結果は 「当てはまる 「どちらかといえば当てはまる」に回答している児童生徒の割合を合わせた値、 」

小学校第６学年 中学校第３学年
質 問 事 項 年度

栃木県 （全国比） 栃木県 （全国比）

９７．７（＋６.３）12 「朝の読書」などの一斉読書の時間を設け H21 ９９．７（＋１.８）

９９．０（＋６.２） ９８．３（＋１１.９）ましたか H20
（ ）学校質問紙

９９．３（＋７.３） ９５．４（＋１０.８）H19
５４．４（＋６.８）13 学校図書館を活用した授業を計画的に行い H21 ７４．０（－３.８）

４５．７（＋６.０）ましたか H20 ６８．４（＋１.１）
（ ）学校質問紙

４２．３（＋４.０）H19 ５７．０（－２.９）

○ 一斉読書の時間を設けている学校の割合は、小・中学校とも、全国に比べて高い結果となっていま

す。このことから、各学校において、積極的に物語などを読む活動（小では読み聞かせを含む）や自

由読書に取り組んでいることが分かります。

○ 学校図書館を活用した授業を行っている割合は、小・中学校とも増えていますが、全国と比較する

と、小学校ではやや低く、中学校では高くなっています。このことから、小学校においては、学校図

書館の有用性を再確認し、授業の中でのさらなる活用が望まれます。

指導に当たって

◆ に努めましょう。本に親しむ環境づくり

① 子どもの させましょう。読書活動を一層充実

② 子どもの発達の段階に応じた を積極的に図りましょう。学校図書館の活用
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調査結果の概要【国語】

１ 調査の種類別平均正答率（％） ※（ ）内の数値は全国の平均正答率

調査の種類 平成２１年度 平成２０年度 平成１９年度

． （ ． ） ． （ ． ）小学校国語Ａ ６４ ３ ６５ ４ ８１ ７ ８１ ７６８ ８ ６９ ９． （ ． ）

． （ ． ） ． （ ． ）小学校国語Ｂ ４９ ５ ５０ ５ ６１ ０ ６２ ０４９ ９ ５０ ５． （ ． ）

． （ ． ） ． （ ． ）中学校国語Ａ ７３ ７ ７３ ６ ８２ ７ ８１ ６７７ ８ ７７ ０． （ ． ）

． （ ． ） ． （ ． ）中学校国語Ｂ ６０ ８ ６０ ８ ７４ ０ ７２ ０７６ ５ ７４ ５． （ ． ）

中学校国語Ａは３年連続、中学校国語Ｂは平成２１年度において、全国の平均正答率よりも上

回っている。

２ 領域別平均正答率

〔小学校国語Ａ （％） ※（ ）内の数値は全国の平均正答率〕

領 域 平成２１年度 平成２０年度 平成１９年度

． （ ． ） ． （ ． ）学習指 ７５ ６ ７６ １ ５６ ７ ５６ ６話すこと･聞くこと ６７ ７ ６８ ０． （ ． ）

． （ ． ） ． （ ． ）導要領 書くこと ５１ １ ５３ ３ ８５ ８ ８５ ３８６ ２ ８５ ４． （ ． ）

． （ ． ） ． （ ． ）の領域 読むこと ４５ ２ ４４ ５ ６６ １ ６７ ３６９ ５ ６８ ７． （ ． ）

． （ ． ） ． （ ． ）言語事項 ６４ ０ ６５ ２ ８６ ６ ８６ ８６２ ３ ６４ ２． （ ． ）

〔小学校国語Ｂ （％）〕

領 域 平成２１年度 平成２０年度 平成１９年度

． （ ． ） ． （ ． ）学習指 ７２ ５ ７３ ０ ６９ ５ ７０ ９話すこと･聞くこと ６０ ５ ６１ ３． （ ． ）

． （ ． ） ． （ ． ）導要領 書くこと ４８ ６ ４９ １ ６１ ２ ６１ ７１３ ７ １４ ５． （ ． ）

． （ ． ） ． （ ． ）の領域 読むこと ４７ ２ ４８ ３ ５６ ４ ５７ ７５６ ４ ５６ ５． （ ． ）

． （ ． ）言語事項 ７６ ９ ７７ ０５９ １ ５９ ７． （ ． ）

Ａ、Ｂともに、学習指導要領の領域別にみた平均正答率は、全国の平均正答率とほぼ同程度で

ある。

〔中学校国語Ａ （％）〕

領 域 平成２１年度 平成２０年度 平成１９年度

． （ ． ） ． （ ． ）学習指 ８０ ２ ８０ １ ９０ ９ ９０ １話すこと･聞くこと ８７ ８ ８６ ８． （ ． ）

． （ ． ） ． （ ． ）導要領 書くこと ５６ ２ ５５ ２ ７６ ８ ７３ ４６５ ９ ６４ ６． （ ． ）

． （ ． ） ． （ ． ）の領域 読むこと ７０ ９ ７１ ０ ８０ ９ ８０ ６７６ ６ ７５ ７． （ ． ）

． （ ． ） ． （ ． ）言語事項 ７５ ３ ７５ ２ ８０ ８ ８０ ３７６ ６ ７６ ０． （ ． ）

〔中学校国語Ｂ （％）〕

領 域 平成２１年度 平成２０年度 平成１９年度

． （ ． ）学習指 ８１ ９ ８１ ３話すこと･聞くこと

． （ ． ） ． （ ． ）導要領 書くこと ４６ ８ ４６ ７ ６６ ８ ６４ ４７５ ３ ７２ ５． （ ． ）

． （ ． ） ． （ ． ）の領域 読むこと ６０ ８ ６０ ８ ７２ ８ ７０ ６７６ ５ ７４ ５． （ ． ）

． （ ． ） ． （ ． ）言語事項 ６２ ８ ６０ ５ ７０ ３ ６８ ５

・Ａでは、学習指導要領の領域別にみた平均正答率は、全国の平均正答率とほぼ同程度である。

・Ｂでは 全国の平均正答率と比較すると 書くこと の領域において２ ８ポイント高く 読、 、「 」 ． 、「

むこと」の領域において２．０ポイント高い。
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課題等の見られる問題と今後の指導について
※ 基礎・基本は 【とちぎの子どもの基礎・基本】を示しています 【とちぎの子どもの基礎・基本、 。

問題事例集】を活用するなど、指導の際に関連を図るようにしましょう。

【小学校国語 Ａ８ 接続語を使って一文を二文に分けて書く（言語事項 短答式）】

二つの内容が含まれている文を読み、接続語を

使って二つの文に分けて書くことができるかどう

かをみる問題

平均正答率１２．５％（１４．７％）

全国平均よりもやや低い （－２．２％）。

（ ）内は全国の平均正答率＊

【関連】 基礎・基本 第４学年「接続語の働き」

【小学校国語 Ｂ１二 報告文のまとめとして、調べて分かったことを書く（書くこと 記述式）】

目的や意図に応じて、事象や意見などを関係付けながら書く

ことができるかどうかをみる問題

平均正答率１６．９％（１７．７％）

第一小学校の６年生の現在の平均タイムと２０年前の平均タ

イムとの変化については触れているが、報告文の「一 調べた

理由」に書かれた内容と結び付けて書いていないものが２７． １

％（本県）ありました。目的に応じて、調べて分かった結果と

調べた理由とを関係付けて書くことに課題があると言えます。

【関連】 基礎・基本
第５学年「事実と自分の意見を区別して文章を書くことができる」

」第６学年「目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりすることができる

指導に当たって

まず、第４学年までに、接続語が文と文との意

味のつながりに果たす役割を理解させることが大

切です。その上で、二つ以上の内容を一つの文に

まとめて書いたり、二つ以上の内容が含まれた一

文を、接続語を適切に使いながら、一文ずつに分

けて書いたりする指導を行いましょう。

一方 「ので」や「が」などを多用し、一文が、

長くなってしまう傾向が見られる場合には、伝え

たいことを簡潔に書くことができるように指導す

ることが重要です。話す活動においても同様のこ

とが言えます。

また、一部、問題の読み間違えと思われる誤答

が見られました。問題を落ち着いて読み、何を求

められているのかよく考える習慣を身に付けさせ

ましょう。

指導に当たって

、 、 、報告文を書く単元では 調べる目的や理由 調べた内容や結果

まとめといった構成を明確にし、それらを関係付けながら文章全

体として一貫したものになるように指導していきましょう。
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【小学校国語 Ａ１一、二 漢字を読む 漢字を書く（言語事項 短答式）】

第５学年までに学習した漢字を、文脈に合わせて正しく読んだり書いたりすることができるかどう

かをみる問題

一(2) 平均正答率８７．３％（９１．１％）

全国平均よりもやや低い （－３．８％)。

(3) 平均正答率７５．９％（８０．０％）

全国平均よりもやや低い （－４．１％)。

二(2) 平均正答率７４．６％（７８．３％）

全国平均よりもやや低い （－３．７％)。

(3) 平均正答率７６．７％（８０．６％）

全国平均よりもやや低い （－３．９％)。

（ ）内は全国の平均正答率＊

※「読み 「書き」ともに、３問中２問において全国平均よりもやや低い結果となっている。」

【関連】 基礎・基本 第１学年～第６学年 文字・漢字の読み書きの項目

【小学校国語 Ａ２ ローマ字で書く ローマ字を読む（言語事項 短答式）】

ローマ字の音節の表し方を理解し、ローマ字で表記された身近な単語を正しく読んだり書いたりす

ることができるかどうかをみる問題

２ 平均正答率４４．８％（４５．５％）２ 〔たべもの〕をローマ字で書く。

３ 平均正答率４９．９％（５１．９％）３ の読みをひらがなで書く。happa
全国平均よりもやや低い （－２．０％）。

【関連】 基礎・基本 第４学年「ローマ字の読み書き」

一

漢
字
の
読
み

春
か
ら
夏
へ
季
節
が
移
る
。

( )2

め
ず
ら
し
い
植
物
を
採
集
す
る
。

( )3二

漢
字
の
書
き

人
の
意
見
に
さ
ん
せ
い
す
る
。

( )2
重
い
石
を
は
こ
ぶ
。

( )3

指導に当たって

授業では、教師が新出漢字の読み書きについて例文を用いながら丁寧に説明し、さらに、家庭学習

で練習することによって知識を定着させていくことが大切です。日ごろから、効果の上がる練習の仕

方について、児童や保護者に伝えるようにしましょう。

、 、 、「 」、また 漢字練習に加えて 文や文章を書く際に漢字のもつ意味を考えながら正しく使ったり 移る

「写る 「映る」などの同音異義語に注意して使ったりする習慣を付けるように指導する必要があり」、

ます。

さらに、次のような指導例も意図的・計画的に取り入れていきましょう。

１ 練習の時間を授業に設定する ２ 声に出して読ませる指導が必要

３ 指書きや空書きなどによって、書くことに慣れさせる ４ 書けない漢字に絞って練習する

５ 達成感のある自己評価を工夫する ６ 辞書を使う場面を設ける

〔平成15年度「学習状況調査 （中学校２年生）の結果と考察「学習指導改善のために （H16.6）より〕」 」

、辞書を使う際には、児童自身が新出漢字の読みや意味、さらにその漢字を含む別の熟語などをなお

調べる活動を取り入れていくことも大切です。

指導に当たって

第４学年（平成22年度からは第３学年）で学習する読み方や表記の仕方は、その後、日常生活の中で

使用しないと、少しずつ忘れてしまいます。そこで、学習後も各教科や総合的な学習の時間において、

コンピュータ使用時にローマ字で入力する機会等を通して、ローマ字に親しませていきましょう。
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【中学校国語 Ａ７一 短歌について、言葉のつながりや意味の上から切れめを付けたものとして適切なもの

を選択する（読むこと 選択式）】

平均正答率２８．４％（２８．９％）秋くれて 今年もさむし 午后はやく

（ ）内は全国の平均正答率日かげる庭の 白菊の光り ＊

形式的に上の句と下の句で分けた誤答が５４．１％ありました。

【関連】 基礎・基本 小学校第６学年「文語調の文章を音読することができる」

【中学校国語 Ｂ１三ア 子ども図書館案内図の工夫を生かして、学校図書館の案内図の郷土資料コーナー

の見出しを書く（書くこと 読むこと 記述式）】

平均正答率６４．０％（５９．１％） （＋４．９％）

【中学校国語 Ｂ３三 詩と組み合わせる写真を一枚選び、その写真と組み合わせる理由を詩と写真を関連

付けて書く（書くこと 読むこと 記述式）】

平均正答率８４．３％（８０．８％） （＋３．５％）

【関連】 基礎・基本

小学校第６学年「目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりすることができる」１三ア

３三 中学校第１学年「根拠を明らかにして自分の考えを書くことができる」

の問題に代表されるように 【中学校国語Ｂ】において、記述式の平均正答率が全国Ｂ１三ア、Ｂ３三 、

平均よりもやや高くなっています。

区分 設問数 平均正答率（栃木県） 平均正答率（全国）

記述式 ５ ７２．５％７５．３％

また、学校への質問紙調査の「国語の授業で、書く習慣をつける授業をどの程度行いましたか」と

いう問いから、国全体としては次のような傾向があることが分かりました。

○ 国語の指導として、書く習慣を身に付ける授業を行った学校の割合は、小学校が約８９％、中

学校が約９１％と、ともに増加傾向がうかがえる。

○ 平均正答率が５ポイント以上全国平均を上回る学校（Ａ群）の方が、５ポイント以上全国平

均を下回る学校（Ｂ群）より、国語の指導として、書く習慣を付ける指導を行った割合が高い傾

向が見られる。

一方、本県の中学校における、書く習慣をつける授業の実施状況は次のようになっています。

１ よく行った ２ ３ あまり行っていない ４ 全く行っていない選択肢 どちらかといえば、行った

栃木県（公立） ３４．９％ ５６．０％ ９．１％ ０ ％

、 、「 」 、「 」、「 」そこで 今後とも 書くこと の授業はもちろんのこと 話すこと・聞くこと 読むこと

、 。の授業においても 学習活動の中に書く活動を意図的・計画的に位置付けていくことが大切です

さらに、国語の授業だけではなく、各教科や日常生活の中で、書くことや話すこと・聞くこと

の活動を適切に位置付けることで、目的や相手に応じた表現ができることが期待されます。

指導に当たって

文語調の短歌や俳句について、音読や暗唱を通して文語調の調子に親しむ態度を育成することが重要

です。その上で、短歌においては、言葉のつながりや意味のまとまりなどを手がかりにして、句の切れ

めについて考え、構造をとらえさせるようにしましょう。

指導に当たって

これらの問題は、昨年度、授業改善のための具体策として提案した

「目的に応じて適切に表現する活動を充実させましょう 、。」
「図表やグラフ等から情報を読み取り、自分の考えを表現する活動を充実させましょう 」。

と関連が深い問いです。
今後とも、これらのことを授業の中で意識して指導をしていくことが大切です。
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調査結果の概要【算数・数学】

１ 調査の種類別平均正答率（％） ※（ ）内の数値は全国の平均正答率

調査の種類 平成２１年度 平成２０年度 平成１９年度

． （ ． ） ． （ ． ）小学校算数Ａ ７１ ４ ７２ ２ ８１ １ ８２ １７８．９（７８．７）

． （ ． ） ． （ ． ）小学校算数Ｂ ５０ ７ ５１ ６ ６２ １ ６３ ６５３．３（５４．８）

． （ ． ） ． （ ． ）中学校数学Ａ ６２ ４ ６３ １ ７１ ９ ７１ ９６２．８（６２．７）

． （ ． ） ． （ ． ）中学校数学Ｂ ４８ ５ ４９ ２ ６０ ６ ６０ ６５７．９（５６．９）

平均正答率については、全ての調査とも、全国の平均正答率と比較してほぼ同程度である。

２ 領域別集計結果

〔小学校算数Ａ （％） ※（ ）内の数値は全国の平均正答率〕

領 域 平成２１年度 平成２０年度 平成１９年度

． （ ． ） ． （ ． ）学習指 数と計算 ７６ １ ７６ ８ ８０ ３ ８１ ５８３．２（８２．８）

． （ ． ） ． （ ． ）導要領 量と測定 ５７ １ ５６ ２ ８５ ７ ８６ １７７．５（７８．５）

． （ ． ） ． （ ． ）の領域 図 形 ７０ ２ ７２ ７ ８８ ３ ８６ １８１．２（８１．３）

． （ ． ） ． （ ． ）数量関係 ７１ ０ ７２ ４ ７１ ２ ７５ ４６５．２（６４．２）

〔小学校算数Ｂ （％）〕

領 域 平成２１年度 平成２０年度 平成１９年度

． （ ． ） ． （ ． ）学習指 数と計算 ６４ ０ ６５ ２ ５５ ６ ５８ ９５４．０（５５．８）

． （ ． ） ． （ ． ）導要領 量と測定 ５１ ８ ５３ ３ ５５ ４ ５８ ０５８．１（５９．９）

． （ ． ） ． （ ． ）の領域 図 形 ６０ １ ６１ ２ ７１ ９ ７２ ５５５．１（５６．４）

． （ ． ） ． （ ． ）数量関係 ４４ ３ ４４ ９ ６４ ０ ６５ ５５５．８（５６．８）

Ａ、Ｂともに、学習指導要領の領域別にみた平均正答率は、全国の平均正答率とほぼ同程度であ

る。

〔中学校数学Ａ （％）〕

領 域 平成２１年度 平成２０年度 平成１９年度

． （ ． ） ． （ ． ）学習指 数と式 ６５ ８ ６８ ０ ７３ １ ７４ ４６６．４（６７．３）

． （ ． ） ． （ ． ）導要領 図 形 ６２ ７ ６２ ７ ７６ ３ ７５ ５６６．２（６４．６）

． （ ． ） ． （ ． ）の領域 数量関係 ５８ ７ ５８ ６ ６６ ３ ６５ ９５５．９（５６．２）

〔中学校数学Ｂ （％）〕

領 域 平成２１年度 平成２０年度 平成１９年度

． （ ． ） ． （ ． ）学習指 数と式 ５４ ８ ５４ ２ ４７ ９ ４８ ２６２．６（６１．４）

． （ ． ） ． （ ． ）導要領 図 形 ５８ ３ ５７ ６ ５３ ６ ５３ １５８．７（５７．５）

． （ ． ） ． （ ． ）の領域 数量関係 ４３ ２ ４４ ７ ６８ ５ ６７ ９５４．８（５４．１）

Ａ、Ｂともに、学習指導要領の領域別にみた平均正答率は、全国の平均正答率とほぼ同程度であ

る。
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課題等のみられる問題と今後の指導について
※ 基礎・基本は 【とちぎの子どもの基礎・基本】を示しています 【とちぎの子どもの基礎・基本、 。

問題事例集】を活用するなど、指導の際に関連を図るようにしましょう。

【小学校算数 Ａ７ 百分率を求めること（第５学年 数量関係、選択式）】

百分率を求めることができるかどうかをみる問題

平均正答率５６．７％（５６．９％）

、 。算数Ａの中で平均正答率が 最も低い

＊（ ）内は全国の平均正答率

【関連】 基礎・基本 第５学年「百分率（％）を用いて表すことができる」

【小学校算数 Ａ２（１） 数直線から数を読み取る（第３学年 数と計算、短答式）】

数直線の一目盛りの大きさを考えて、数を

読み取ることができるかどうかをみる問題

平均正答率５９．８％（６４．１％）

全国平均よりもやや低い。(－４．３％)

【関連】 基礎・基本 第１学年～３学年「数の表し方や大小、順序が分かる」

【小学校算数 Ｂ５（３） 割合の大小関係（第５学年 数量関係、記述式）】

基準量と比較量を基にして、割合の大小を判断し、

その理由を記述することができるかどうかみる問題

平均正答率１６．１％（１７．７％）

算数Ｂの中で平均正答率が、最も低い。

第５学年「百分率（％）を用いて表すことができる」【関連】 基礎・基本

第５学年「円グラフや帯グラフを用いて表すことができる」

集まった小学生２００人のうち８０人７

が女子でした。女子の人数の割合は，集まっ

た小学生の人数の何％ですか。

⑶ 4 月の全体の重さをもとにしたペットボトルの重さの割合と，6 月の全体

の重さをもとにしたペットボトルの重さの割合を比べると，どのようなこと

が言えますか。

下の から までの中から正しいものを1つ選んで，その番号を書きまし１ ３

ょう。また，その番号を選んだわけを，言葉や式を使って書きましょう。

ペットボトルの重さの割合は，4月のほうが大きい。１

ペットボトルの重さの割合は，4 月と6月で同じ。２

ペットボトルの重さの割合は，6 月のほうが大きい。３

指導に当たって

資料の全体と部分、部分と部分の関係を考察する際に、割合を用いて表す場合が多くあります。

指導に当たっては、計算して割合を求めたり、数直線で割合を表したり、円グラフなどをかいたりす

る活動を取り入れ、それぞれの関係を考えられるようにすることが大切です。

指導に当たって

数直線は数量の性質をとらえる上でも重要です。数直線の学習の指導に当たっては、一目盛りの大き

さが異なるいくつかの数直線から数を読み取ったり、自分で一目盛りの大きさを決めた数直線をつくり

比較したりする活動を通して、理解が深まるようにしていく必要があります。

指導に当たって

百分率などの割合を求める場合 （比較量（比べられる量 ）÷（基準量（もとにする量 ）で割合が、 ） ）

求められること、問題の場面から基準量と比較量をとらえられること、百分率の意味に基づいて割合を

とらえられるようにすることが必要になります。

10



【小学校算数 Ｂ１（３） 長方形の紙にかかれた円の半径の求め方（第４学年 図形、記述式）】

示された解決方法を理解し、見方を変えた別の解決

方法を考え、それを記述することができるかどうかを

みる問題

平均正答率２８．２％（３０．４％）

全国平均よりもやや低い （－２．２％）。

＊（ ）内は全国の平均正答率

【関連】 基礎・基本
第３学年 「わり算の場面を式で表したり、式を読み取ったりすることができる」
第３、４学年「円、球やそれらの中心、半径、直径が分かる」
第５学年 「円周率を使って、直径と円周の関係から長さを相互に求めることができる」

「 」 、 。 、小学校算数Ａの 数と計算 領域では 計算問題などの反復練習の効果が表れています 一方

小学校算数Ｂでは、３年間の調査のすべての領域において全国の平均正答率を下回っています。

主として「活用」に関する問題（Ｂ問題）では、記述式の問題が数多く出題されていますが、

これらには「事実 「方法 「理由」を説明するものがあります。思考力・判断力・表現力等を育」 」

成するためには、日々の授業においても、意識的に解釈したり表現したりする活動を充実させて

いくことが大切です。

・見いだした「事実」を記述するもの…「○○についてわかるのは○○である」など

・問題を解決するための「方法」を記述するもの…「○○を用いて△△する」など

・成り立つことや判断の「理由」を記述するもの…「○○だから△△である」など

指導に当たっては、これらの内容を参考にしながら意図的に発問したり、児童の表現し伝え合

う活動を取り入れたりしていきましょう。

【中学校数学 Ａ３（３） 一次方程式の理解（第１学年 数と式、短答式）】

一元一次方程式をつくって問題を解決するために、２通りに表せる数量に着目することができるか

どうかをみる問題

第１学年「数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができる」【関連】 基礎・基本

紙のたての長さは ㎝，横の長さは ㎝80 120
で，図のように，紙いっぱいに６つの同じ大
きさの円がかかれています。

これと同じものを作りたいので，１つの円
の半径の長さが何㎝になるかを求めます。

ゆうじさんは，紙のたての長さを使って，
１つの円の半径の長さを求めました。

で，紙の横の長さゆうじさんと同じ求め方
， ，を使って １つの円の半径の長さを求めると

どのような式と説明になりますか。

（３） 次の と を読んで， 下の に当てはまる問題 考え方
言葉を書きなさい。

問題
折り紙を何人かの生徒に配るのに， １人に３枚ずつ配ると

。 ， 。２０枚余ります また １人に５枚ずつ配ると２枚たりません
生徒の人数を求めるために，生徒の人数を 人として，方程x

式をつくりなさい。

考え方
， ， ，方程式をつくるために を使って 上の の数量のうちx 問題

を２通りの式で表すと，３ ＋２０と５ ２にx x －
なります。

この２つの式が等しいので，方程式は３ ＋２０＝５ ２x x －
です。

平均正答率３４．１％（３４．９％）

数学Ａの中で平均正答率が２番目に低い。

指導に当たって

方程式をつくったり、方程式の解を求め
たりすることについて、単に形式的に処理
するだけではなく、その意味や根拠を明確
にして、理解を深めることが大切です。

指導に当たっては、一元一次方程式をつ
くる際、着目する数量を問題文の中から取
り出して、それを２通りに表せば等式がで
きることを意識できるようにする必要があ
ります。

また、問題解決のためにつくられた方程
式が、どのような数量に着目してつくられ
ているかを振り返らせることも大切です。

指導に当たって

この問題では、直径や半径の関係をきちんととら

えて考えることや、示された方法を理解し、見方を

変えた方法について記述することが必要になります。

指導に当たっては、基本的な図形についての理解

を深めるため、図形を観察したり操作したりする活

動を充実させる必要があります。

また、他者の求め方について説明し合ったり、他

者の求め方と関連付けて自分の考えを説明したりす

る活動に取り組むことも大切です。
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【中学校数学 Ａ８ 三角形の内角の和が１８０°であることの証明の意義（第２学年 図形、選択式）】

帰納的な方法による説明と演繹的な推論に

よる証明の違いが理解できているか、選択す

る問題

平均正答率２８．６％（２８．９％）

、 。数学Ａの中で平均正答率が 最も低い

＊（ ）内は全国の平均正答率

【関連】 基礎・基本 第２学年「証明の意味や方法がわかる」

第２学年「三角形や平行四辺形の基本的な性質がわかる」

【中学校数学 Ｂ３（３） ２つの数量の比較（第２学年 数量関係、記述式）】

日常の事柄を、一次関数としてとらえ、問題解決

の方法を数学的な表現を用いて説明することができ

るかどうかをみる問題

平均正答率１７．９％（１９．１％）

数学Ｂの中で平均正答率が、最も低い。

（ ． （ ． ））半数は無解答 県５０ ０％ 全国４９ ７％

【関連】 基礎・基本
第１学年「関数関係の意味が分かる」
第２学年「事象の中から一次関数を見いだすことができる」
第２学年「一次関数を表、式、グラフで表したり、読み取ったりすることができる」

（３）美咲さんとお兄さんは， 蛍光灯と白熱電球を同じ時間使用した
ときの総費用（１個の値段と電気代の合計）を比べています。

お兄さん「１個の値段は蛍光灯の方が高いので，最初のうちは
蛍光灯の方が総費用も多いね 」。

美咲さん「でも，１０００時間だと蛍光灯の方が総費用が少な
いよ 」。

「 ， 。」お兄さん それなら ２つの総費用が等しくなる時間があるね

蛍光灯と白熱電球の総費用が等しくなるおよその時間を求める方法を
説明しなさい。ただし，実際にその時間を求める必要はありません。

指導に当たって

帰納的な方法には、事柄を見いだしたり、その

事柄が成り立つかどうかを確かめたりできるよさ

があります。また、演繹的な推論は、どんな場合

。でも成り立つ一般性を保証できるよさがあります

指導に当たっては、帰納的な方法による説明や

演繹的な推論による証明を比較し、その違いに着

目させ、それぞれのもつ役割を理解できるように

することが大切です。

指導に当たって

この問題では一次関数の知識・技能など
。を活用して説明することが必要になります

数学を活用して日常的な事象の問題を解
決する場合、２つの数量の関係を一次関数
であるとみなして求める方法について考え
たり、グラフや式を用いて説明したりする
活動を充実させる必要があります。
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